
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広南中学校通信 第 211 号                   令和２年１月

７日 

 
                  

呉市立広南中学校 
〒737-0136 呉市広長浜四丁目 1番 9号 

Tel 0823-71-7920 Fax 0823-74-3502 

E-mail  hirmc@kure-city.jp 

http://www.kure-city.jp/~hirmc/ 

校訓 「不かく尋ね たかく志す」    学園教育目標 「未来を創る」 

なんと！ 地域や行政と協働して進めてきた本校の防災教育の取組が大きく評価されました。 

優れた防災教育を表彰する「ぼうさい甲子園」（毎日新聞社など主催）に応募したところ，みごと，特別

賞「はばタン賞」を受賞することができました！（パチパチ） 

この賞は，被災経験と教訓から生まれた優れた取組をしている学校や団体に与えられる賞です。全国か

ら計１１８校・団体の応募があり，大賞，優秀賞，奨励賞と７つの特別賞の中で，本校は，特別賞を受賞しま

した。昨年の西日本豪雨災害では，広南地区も陸の孤島状態となる被害を受けましたが，その時，生徒た

ちは，地域に十分なことができなかった後悔ともっとこうすれば良かったという思いを抱きました。その思い

を志とし，地域の方をはじめとする多くの方に応援していただきながら，避難方法や本校３階避難所運営を

示した広南避難プログラム作成，防災創作劇に取り組んできました。 

この賞は，本学園のみならず，地域の防災リーダーをはじめとする自治会の方々，呉工業高等専門学校

の専門の先生方，広まちづくり推進協議会や呉市危機管理課など行政の方々，そして卒業生の頑張り，保

護者の皆様のご協力など，様々な立場の方が一緒になって広南地区の防災に取り組んだ結果です。広南

に関わるすべての皆様にお礼申しあげます。 

本校も，その中で貢献できたことを喜びとし，これからも，地域と共に歩み，未来に生きる子 

供どもたちのために新たなものを創造・挑戦していく学園を追い求めます。 

授賞式が令和２年１月１２日（日）神戸市の兵庫県公館であります。 

３年生の代表２名と引率で，広南の代表として受け取ってきます(*^o^*)！ 

探究のシンボル「マローンストー

ン」 

 明けましておめでとうございます。 
今年も皆様にとって素晴らしい１年になりますように 

新年あけましておめでとうございます。 
旧年中は，たいへんお世話になり，本当にありがとうございました。 
今年は，昭和３９（１９６４）年以来５６年ぶりに日本でオリンピックが開催されます。これからの社会に求

められている「様々な人々と協働できること」に関わって，たくさんの人が世界中の人々と力を合わせて何
かを成し遂げていく姿を日本中で目にすることができるものと期待しています。 
私達広南中学校の教職員は，生徒とともに，地域・保護者の皆様，そして様々な人々と力を合わせ，色々

なことに挑戦することを通して，「未来を創る力」を鍛え，地域社会に貢献する学校づくりを進めて参りま
す。引き続き，変わらぬご支援・ご協力をよろしくお願いします。          学校長  坂田 恭一 
 

 

 

   

 

広南の防災教育の取組 高く評価される！  
第１５回ぼうさい甲子園 特別賞「はばタン賞」！ 

毎日新聞社（広島支局）から取材を受ける３年生の代表

たち 

＜本校の取組の特徴＞ 
○防災の創作劇で発信 

  パンフレットで地域に配るだけでなく，手作りの劇を通

して直接地域の方へ発信 

○広南避難プログラムの作成 

生徒，地域，行政が一体となって避難方法と避難所

運営を示したオリジナルプログラムを作成 

○誓いの碑の建立と「7.9 広南防災の日」を計画 

３月に誓いの碑の除幕式を予定しています。 

○土砂災害対応携帯マニュアルのリニューアル 

生徒用は生徒証明書付き 地域へも回覧 

兵庫県マスコット「はばタン」 
阪神・淡路大震災から復興する兵庫県の

姿を象徴した羽ばたく不死鳥をイメージ 

mailto:hirmc@kure-city.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

【各学年で校外学習 楽しそうだな！広南中学生】 

【編集後記】よし！と元気になる瞬間 
学校主事の佐々木先生が，縁の下の力持ちとして学校環境の整備に取り組んでいます。この度は，各 HR 教室側の階段の壁を新たに塗り替

えてくれています。どうしたら生徒が気持ちよく生活できるかを大切にして実行に移す姿に，いつも元気をもらっています。 (^0^)！！ 

１０月２５日（金）は，１学年が広島テレビや県立

広島産業会館での物作り体験に行き，手作りお土

産たくさん，思い出たくさん。３０日（水）は，２学年

が竹原市大久野島へ釣り体験とウサギとたわむれ

癒やされる～。３１日（木）は，３年生が広島ビックウ

エーブでスケート体験。受験に向け良い滑り出し

（笑）。広南は，いろんな体験ができていいなあ～！ 

文化庁主催 演劇「Challeng・ed 遠い水の記憶」を鑑賞 

【令和２年 スクールカウンセラー相談窓口のお知らせ】 

今年度も，子どもに関わる悩みについて相談窓口を設

けています。専門のスクールカウンセラーが対応します。 

※事前に電話等で予約をお願いします。 

・連絡先：℡ 71-7920（中学校 窓口：教頭 荒本）  
・スクールカウンセラー 岩本 寿美枝 先生  

※プライバシー等秘密は厳守します。 

・相談場所：本校相談室（１階）  

・相談日： １/8  1/29  2/12  2/26（最終日） 

 

生徒会執行部 引継式  
新生徒会へ「広南の伝統」をバトンタッチ！ 

１２月２３日（月），２学期の終業式の前に，生徒会執行部の引継

式がありました。 

広南中学校では，生徒会の自治的な活動をとても大切にしていま

す。なぜなら，これからの社会では，ただ与えられたことをこなす人で

はなく，仲間と協力し合いながら新たなものを生み出していく人が求

められるからです。 

式では，旧執行部の５名（３年生）から，活動の思い出や後輩への

メッセージが送られました。経験したから語ることができる心のこもっ

たスピーチでした。また，新執行部（２年生）は，新リーダーとしての

決意を述べました。 

さあ，新執行部の皆さん，「原点回帰～新たな挑戦～」のバトンが

受け継がれました。学校や地域に貢献できる様々なことに挑戦して

みましょう (^_^)！ 

・生徒会長 大橋 芙紗子（２年） 

・副会長  工藤 周悟（２年） 

・副会長  山根 穂乃花（２年） 

・執行委員 小椋 渚生（２年） 

・執行委員 濵元 蒼馬（２年） 

・生徒会長 中野 竣介（３年）：１年間とても楽しかったです。広南の皆さん，ありがとうございました！ 

・副会長 片山 敬太（３年）：1 年間とても充実していました。楽しかった！新生徒会も頑張れ！ 

・副会長 濵元 結衣（３年）：生徒会執行部に入って，色々なことに挑戦できて楽しかったです。 

・執行委員 松﨑 基（３年）：はじめはとても緊張したけど，結果的には大変楽しく活動することができました。ありがとう。 

・執行委員 矢野下 瑠菜（３年）：最初は苦労したけど，最後まで責任をもってやり遂げることができて良かったです。 

（新）生徒会執行部 

（旧）生徒会執行部の皆さん，１年間お疲れ様でした！ 

１１月２４日（日），広南芸術鑑賞会（日曜参観）として，中学校の

体育館にて東京芸術座による演劇を鑑賞しました。この劇は，文化

庁の文化芸術による子供の育成事業（巡回公演事業）に応募し実

現したもので，我が国の一流の文化芸術団体が学校で公演するこ

とで，子供たちの感性を育てることを目的としています。 

今回は，オリンピック水泳の出場を逃した主人公が，盲学校の教

師として水泳を教え，水泳に向き合う視覚障害の生徒たちの姿か

ら，挑戦することの意義と素晴らしさを感じていくストーリーでした。 

「Challeng・ed」とは，「挑戦するチャンスを与えられた者たち」

という意味だそうです。 

途中で３年生と坂田校長先生が劇に登場する場面もありました

ね(^0^)。特に３年生のユーモア溢れ堂々とした演技には，「成長し

たなあ～」と実感しました。５０名あまりの地域の方も観劇されまし

た。生徒たちと地域の方と皆で感動を共有したひとときでした。 

 地域の方からも「自分の課題に挑戦し

続けたい」と感想をいただきました。 

中野旧生徒会長（左）から大橋新生徒会長

（右）へバトンタッチ！「広南を頼んだぞ！」 


